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【夏の大会始まる】

いよいよ３年生にとっては、中学校生活最後の大会が始まりました。勝利に沸き立つ生

徒達、力及ばず敗退し涙に暮れる生徒達・・・３年間の頑張りを思うと、毎年複雑な気持

ちになりますね。３年間で一番長い時間を共に過ごした仲間がいる。部活動を通じて“高

め合い、認め合い、励まし合う仲間がいることの心地よさ”を体験し、人と人との関わり

方やその大切さを学び、思いやりやいたわりの心を育んだ３年間は、勝敗は別にして一生

の宝物となるのです。なかには、嫌な思いばかりしてきた３年間だったと言う人もいるか

も知れないが、３年間続けてこられたのには“何か”がそこにはあったはずだと思います。

中 ３ の 夏 は 、 良 く も

悪 く も １ 回 限 り 。 し か

し 、 学 び は 無 限 大 。 頑

張 れ 頑 張 れ ３ 年 生 ！ 熱

い 思 い を 込 め て 、 悔 い

なき戦いを挑め！

【論語から（その２）】

“ 厩 焚けたり。子、朝より退きて曰く、
うまや や

人を 傷 えりやと。馬を問わず。”（馬小屋
そこな

が火事で焼けてしまった。先生は仕事から帰
ってくると、「だれもケガはしなかったか」
と問われて、馬のことは何も聞かなかった。）
当時、馬は大変な財産でした。孔子の留守

中に馬が焼け死んだのですから、弟子達はど
れだけ叱られることかと青くなっていまし
た。しかし帰ってきた孔子は、人々にケガが
なかったかどうかだけを問い、馬のことは何
も言いませんでした。・・大変な時にこそ、
その人の本性が現れるのですね。普段えらそ
うなことを言っていた人が、人の安否より自
分の財産を心配するような人間では、信頼を
失ってしまいます。何が一番大切なのかを判
断できる孔子は、さすがですね。自分を振り
返って、孔子のような振る舞いができただろ
うか。火事の責任者を探し出して、オレの馬
を弁償しろ！！と怒鳴り散らしてい
たかも・・・。自分のことばかり言
い立てていては、人から信頼を得る
ことはできませんね。その時その時
、冷静に何が一番大切なことかを見
定める力をつけたいものです。

【講演会等のお知らせ】保護者の皆様へ
９日（金）「サイバー犯罪について」

兵庫県警から講師を招いて、３年生
を対象に講演会を開きます。保護者
の皆様もどうぞ。(14 時 25 分から、
体育館)

９日（金）合同地区懇談会（ 19 時から、体
育館)昨年は、参加が少なく十分に
ご意見を伺うことができませんでし
た。夏休みを目前に控えて、課題を
共有し、実りのある情報交換会にし
ましょう。今年はぜひご参加下さい。

１５日（木）「熱中症対策と食育」
１年生を対象に講演会を開きます。
保護者の皆様もどうぞ。(11 時 30 分
から体育館）

１６日（金）第３回語る会(19 時から、図書
室)

※サイバー犯罪
主にコンピュータネットワーク上で行われ

る犯罪の総称。ケータイに係る犯罪も含まれ
る。ケータイいじめ、メール詐欺、等々
※熱中症
暑い時期のスポーツ中に起きやすい。知識

さえあればだれにでも防げるが、対処を誤る
と重度化し、死に至ることも多い。

【サッカー】
日本は予選リーグを勝ち抜き、ベスト１６に入った。惜しくもＰＫ戦でパラグアイに敗れたが、岡田

監督やチームはもとより、ＰＫを失敗した選手まで責められるどころか、賞賛の嵐がわき起こった。『お
まえのせいで負けたんだぞ！』とは、だれ一人として言わない。勝敗が決まった直後、チームメイトは
責任を感じ泣き崩れる選手に、声をかけ、肩を抱き、慰め、そして一緒に涙した。何とパラグアイの選
手まで慰めにやってきた。このチームが結束し、ここまで善戦するとは正直思っていなかったからだろ
うか、私も思わず『良くやった。だれも君を責めないよ。感動をありがとう。』という気持ちになって
しまった。でも、少し時間が経って、自分だったら『おまえのせいで負けたんだぞ！』と罵倒された方
が気持ちが楽だったような気がする。辛いけど『ショーがねーだろー、外れてしまったんだから。わざ
とじゃねーよ。おまえにできんのかよ。』とか言って、泣きながら開き直れるから。慰めら
れて、かえって仲間に申し訳ない気持ちが強くなり、卑屈になっていつまでも引きずり、立
ち直れないかも知れないから。こんなことを校長先生は思ってしまいました。いずれにして
も、自分のために、仲間のために、さらに高みをめざして頑張って欲しいと思う。


